
る［身体との応答］、仮設空間の特殊性を問題とする［仮
設の空間性を志向］という大きく５つの意味のまとま
りで捉えられた。（以下、［建築］［技術］［環境］［身体］

［仮設］とする）
4. インスタレーションの創作意義
　前章で捉えた創作根拠を、実体表現の【限定】【非限
定】を分けて整理したものが図５である。まず、これ
を概観すると［建築］［仮設］［身体］においては、【限定】
に偏りがみられるものの、【非限定】にも一定数の資料
がみられるのに対し、［環境］と［技術］では相対的に

【限定】への偏りがみられた。このことを前提にまず［建
築］［仮設］［身体］における表現形式の内容を比較す
ると、【限定】への偏りのうち、［建築］では〈ウォール〉
に対応する資料が比較的少ないという傾向がみられる。
このことは、上方を限定する空間に建築の原初性を見
出しやすいという建築家の思考を表しているといえる。
次に、一定数みられた【非限定】のうち［建築］では〈オ
ブジェ〉に［身体］では〈プレート〉に資料の偏りが
みられた。これは前者は物体に建築的表現を集中させる
ことで、その物体の見え方から建築の本質を追求する傾
向といえる。後者では面的な広がりをつくることで人が
活動する為の場所をつくりだしていると考えられる。ま
た、［環境］と［技術］における表現形式の比較をすると、

まず［環境］は〈ウォール〉に資料数の偏りがみられた。
このことは空間を囲い、周囲から独立した領域をつく
ることで環境との関係をつくり出すという思考の傾向
といえる。一方で［技術］では構成単位をもつ〈フレーム〉
に偏りがみられた。これは柱・梁などの部材の差異を
なくし、等価に空間を覆う架構形式の追求だが、建築
の汎用性を獲得する為の１つの方法とする建築家の思
考を表しているといえる。
5. 結　　以上、現代日本の建築家のインスタレーショ
ンの実体表現とその設計論における創作根拠とを合わ
せて創作意義を検討した。その結果、建築家はインス
タレーションという一時的な作品の創作行為を通して、
建築の本質を探求する中で、空間を内包する覆いとし
ての作品や、立体的な物体としての作品に建築の根源
を見出しているという対比的な傾向を見出した。これ
らのことからインスタレーションを通じて建築を顧み
ることは、さまざまな表現がなされる現代において、
建築を根源に立ち返って捉え直す視座を与えているも
のであると考えられる。

現代日本建築家によるインスタレーションの創作意義

1. 序　　近年、建築家の活動の領域は建物の設計のみ
ならず多様になってきている。その中の１つであるイン
スタレーション 1) は短期間の展示を目的としたものであ
るが、バルーンに布をかけて覆われた空間をつくる作品
などのように建築的な空間表現の断片を読み取ること
が可能である。また、そうした作品とともに提出される
建築家の言説において、図１のように「小ささを媒介と
して，建築を身体に近付ける試み」といった建築にま
で敷衍可能な表現やコンセプトが述べられている。そ
こで、本研究では現代日本の建築家によるインスタレー
ションの実体表現とその根拠から創作意義を検討する
ことで建築への根源的思考の一端を明らかにすること
を目的とする。
2. インスタレーションの実体表現　

　建築家のインスタレーションにはアート作品として
展示するもの（以下、展示作品）と、会場構成など他の
作品の舞台を演出するもの（以下、舞台設定）とがある。
資料とした作品を、それらがつくりだす領域的特徴から
捉え、空間の広がりを物理的に限定するもの（以下【限

定】）と、限定しないもの（以下【非限定】）に大別した
（図２）。前者に関しては、主として上方を限定するもの
を〈ルーフ〉、水平方向のみ限定するものを〈ウォール〉、
上方・水平方向を等価に限定するものを〈フレーム〉と
して整理した。また、後者に関しては面的な広がりをつ
くるものを〈プレート〉、鑑賞を目的とし、作品の周囲
に領域をつくりだすものを〈オブジェ〉として捉え、そ
れらを表現形式とする。また、汎用性を示す指標として、
ある単位の反復により、空間を構築するものを構成単位
をもつ表現の特性として捉える。さらに動くことを作品
の主題のひとつとしているものをインスタレーション
特有の表現として捉えた（図３）。
3. インスタレーションの創作根拠
　資料とした論説 2) から、前章でみた実体表現の目的を
創作根拠として抽出し、その内容を比較検討 3) した ( 図
４)。その結果、建築の根源や建築家の立場を再考する［建
築観の再考］、工法や材料の可能性を探求する［技術の
追求］、作品が設置される場所との調和や対比を考える

［環境への対応］、人の行為や身体感覚との関係を考え

奥山研究室　08_24362 　村部 塁（MURABE,Rui）

美術評論家のロバート・アトキンズによれば、近年 "インスタレーション "とは「特
定の場所にのみ属し、比較的に短期間展示され、後にドキュメンテーションだけ残
して解体される芸術作品」と定義される。
1980 年以降に「新建築」誌に掲載された作品を中心にその中で創作根拠の読み取れ
るものである 106 作品における 104 の設計論から 145 の創作根拠を資料対象として
分析を行う。
川喜田二郎：発想法、中央公論社、1967 年，内の KJ 法をもとに分析している。

註 1)

2)

3)

〈ルーフ〉

〈ウォール〉

舞台設定
展示作品

舞台設定
展示作品

舞台設定
展示作品

舞台設定
展示作品

舞台設定
展示作品

10
10

18
14

4
18

11
4

1
16

身体との関係に建築の本質を見る
［建築観の再考／身体との応答］

‥‥柔らかいスキンの追求が，衣服的な建築という形で，建築を身体へと近づける試みだと
したならば，単位の小ささを求める方向性はこの自分自身の小さな手で，積み木のように建
築を積み上げていく試みである．小ささを媒介として，建築を身体に近付ける試みと言っても
いい．建築の単位を身体に近付けることができたなら，全体としてのスケールは大きくて，し
かも，身体に近い建築は可能だと考えたのである．‥‥

No.73　浮庵／隈研吾建築都市設計事務所 (sk0802)

■創作根拠

■表現形式／表現特性

広がりを限定する〈ルーフ〉／構成材の変形あり　

図1　分析例

図2　表現形式の分類

図4　インスタレーションの創作根拠 枠内の数字は創作根拠の数を示す。図註：図3　表現特性の内容
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図7　分析例

No.72　四角いふうせん／石上純也建築設計事務所

図6　インスタレーション活動の意義の分布

図7　問題性の通時的傾向

図5　インスタレーション活動の意義の分布
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No.47　とうもろこし畑／中村竜治建築設計事務所 
(sk1006)

No.40　風鈴／伊東豊雄建築設計事務所 (sk0809)

No.13　ハンガートンネル／みかんぐみ (sk0506)

独自の表現を行う

仮設の空間表記の方法の展開

仮設での技術で空間を表現

非構築的な空間の創作

非構築的側面から建築を展開

特殊な構築性を持たせた空間の模索

創作根拠 建築の再考 空間性への思考 技術性への思考 仮設としてのデザインを思考 思想・イメージの表現

‥‥私はその記憶のアウトプットの仕方にこそ現代の
表現があると思っています．若い人はとても敏感なセ
ンサーを持っていますから，新しい記憶の中から新し
い表現をどんどん見つけてほしいし，われわれもそん
な若い人とコラボレートすることで新しい表現を見出
していきたい．そこに，現代の表現があるような気がし
ています．‥‥
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‥‥四角いふうせんが巨大な
スケールでアトリウムの空間の
形を，空模様を変えるように変
化させていく．‥‥これらふた
つの作品で，風景と空間の関
係について少し考えが進むと
いいと思っている．

In-Ob ［空間性］
風景と空間の関係を考える

No.34-2　ペットボトルストラクチャー／坂茂建築設計

‥‥僕はもともと，人の真似と
かファッションに乗るのは嫌で
，自分で構造とか材料を開発す
れば新しい建築が生まれるの
ではないかと思ってやっていま
す．

In-R★ ［大衆性］
建築家の姿勢について考える

No.49　豊洲能舞台／東京藝術大学六角研究室

‥‥この場所の持つ強い性格
に舞台の方が負けてしまうこと
が予想された．そこで私たちは
，できるだけ抽象度の高い操作
に集約して舞台をつくることが
，この場所に対するひとつの解
答として有効であると考えた．
‥‥

Ac-S ［空間性］
周囲との調和

In

R
恒 一

S Ob

Ac

103-2 R●
41-1 R
41-2 R

92-1 R
30 R
34-2 R★
5 R★●

101 R★

71 R
98-2 R

64 R
80 R■
56 R★●

57-2 R●

45-1 R★
21-2 R★

7 R●

91 R★●
103-1 R●

103-3
R●

45-2
R★

59 R★ 54 R●
57-1 R●

46-2 R★●

34-1 R★
46-1 R★●

2 R★

48
R●92-2 R

98-1 R
67 R★
21-1 R★

69 R
66-1 R

31 R
33 R

104-1 R★
9 R★

4734 24

66-2 R

86 R★
104-2 R★

62-2
R★●

62-3 R★●
76-2 R★

44 R

66-3 R

74 R●62-4 R★●

58-1 S

75-2 S★
81-1 S★■
81-3 S★■

22 S■32-2 S★

40 S
20 S

105-2
S★●

81-2
S★■

58-2 S
87-1 S
88 S
89 S
93 S

55 S●
85 S

39 S
32-1 S★17 S■

87-2 S6 S
75-1 S★

96 S★●■
105-1 S★●
75-3 S★

70-2 S★
77 S★
79-2 S★■

8-1 S★

27-2 S

1-2 S
12-2 S

70-1 S★
28-1 S
18 S●

68 S★■

79-1 S★■
49 S
82 S
102 S

78 S★■

37-1 S★
37-2 S★

42 S●

51-2 S★
63 S●■
43 S●

47 S

36 S●■10-1 S★ 1-1 S

29 S
28-2 S
27-1 S
12-1 S

11-2 S●■
13 S●■ 14 S★

51-1 S★
52 S★

10-2 S★8-2 S★

65 S
26 S●■
11-1 S●■

94 Ob★
61 Ob★●
25-1 Ob★

53 Ob
60 Ob

24 Ob

35 Ob●■

90-2 Ob
4 Ob

3-1 Ob■

19 Ob●
90-1 Ob
95 Ob
99 Ob

72 Ob
73 Ob

25-2 Ob★

100-2
Ob97 Ob

100-1 Ob

3-2 Ob■

83-1 Ob★●
83-2 Ob★●23-1 Ob★

38-2 Ob■

16 Ob★

84 Ob●■
50-2 Ob★●■38-1 Ob■

大
衆
性

空
間
性

技
術
性

建
築
性

大
衆
性

空
間
性

技
術
性

建
築
性

No.52　混々庵／内藤廣建築設計事務所

‥‥実際にやってみるとこれ
がなかなか面白い．形を見な
がら即興的につくっていけるの
で，予想外に有機的な空間が
でき上がった．‥‥小さなプロ
ジェクトだが，究極の空間は身
体感覚から生まれることを再
確認した．

In-S★ ［身体性／技術性］
即興的に空間をつくる
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的
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面
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る
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地域を象徴

No.48　豊洲能舞台／東京藝術大学六角研究室

‥‥今回のトリエンナーレで
は，断片化と連続性というこう
した対称的な時間のあり方を
重ね合わせ，ひとつの環境のま
とまりとして出現させてみよう
と考えた．‥‥

p ［場所との応答］

No.71　四角いふうせん／石上純也建築設計事務所

‥‥四角いふうせんが巨大な
スケールでアトリウムの空間の
形を，空模様を変えるように変
化させていく．‥‥これらふた
つの作品で，風景と空間の関
係について少し考えが進むと
いいと思っている．

［建築観を問い直す］
風景と空間の関係を考える

No.80-1　風鈴／伊東豊雄+takram
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地域性を象徴

③ No.89-1　みらい／小川次郎　小川研究室

‥‥今回のトリエンナーレで
は，断片化と連続性というこう
した対称的な時間のあり方を
重ね合わせ，ひとつの環境のま
とまりとして出現させてみよう
と考えた．‥‥

〈ウォール〉
［場所との応答］

図5　インスタレーションの創作意義

建築の制度的枠組みを再考

② No.30-2　U bis／青木淳建築計画事務所

‥‥やったことは、仮設壁でで
きた通常の展示空間を、その
仮設壁自体がもつ空間を別の
世界として自立させて、それに
よって逆に展示空間がしっかり
と定義されるようにすることで
ある．．‥‥

〈フレーム〉
［建築観の再考］

① No.71　四角いふうせん／石上純也建築設計事務所

‥‥四角いふうせんが巨大な
スケールでアトリウムの空間の
形を，空模様を変えるように変
化させていく．‥‥これらふた
つの作品で，風景と空間の関
係について少し考えが進むと
いいと思っている．

［建築観の再考］
風景と空間の関係を考える〈オブジェ〉

④ No.58　関数空間　海の家／松川昌平/000studio

‥‥ここでわれわれは従来の
意味での設計ではなく，メタレ
ベルのシステムを設計したと
言えるかもしれない．‥ここで
試みようとしているのはそのよ
うな関係性を紡ぐことでこの小
さな構造を築くことができるの
かということである．‥‥

［技術の追求］
新しい構造形式を探求〈ルーフ〉構成単位有

展示作品 舞台設定

凡例　
51w  ★

資料番号
実体表現
表現特性

展示作品 (29) 　舞台設定 (13) 展示作品 (14) 　舞台設定 (14)
展示作品 (15) 舞台設定 (17)
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